
令和２年高島市教育委員会 
第１０回定例会議事日程 

 

日 時  令和２年１０月２６日（月） 

午後１時３０分 

                場 所  高島市役所 新館２階 教育委員会室 

 

１．教育長あいさつ 

 

 

２．令和２年第９回定例会会議録の承認 

 

 

３．会議録署名委員の指名 

 

 

４．報告事項 

報告第１９号 第７９回国民スポーツ大会の開催内定について 

 

                                 

報告第２０号 市内小学校の校外行事（サイクリング）における事故の概要に 

       ついて 

 

 

５．今後の日程 
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第79回国民スポーツ大会

区分 競技名 種別 競技会場名

ウエイトリフティング 全種別 安曇川高等学校体育館

ソフトボール 成年女子 今津総合運動公園グラウンド

銃剣道 全種別 新旭体育館

特別競技 高等学校野球（軟式） 今津スタジアム

※デモンストレーションスポーツとして、里湖で地域を結ぶウォーキングを実施予定

第24回全国障害者スポーツ大会

区分 競技名 種別 競技会場名

正式競技 ソフトボール 知的障がい 今津総合運動公園グラウンド

正式競技

報告第１９号  

第７９回国民スポーツ大会の開催内定について 

 

 令和２年１０月８日開催の公益財団法人日本スポーツ協会臨時理事会におい

て、滋賀県が令和７年（２０２５年）の第７９回国民スポーツ大会の開催地とし

て内定されたので報告する。 

なお、第２４回全国障害者スポーツ大会についても国民スポーツ大会開催県で

開催することから、令和７年の開催となるので併せて報告する。 

  令和２年１０月２６日 

高島市教育委員会       

教育長 上 原 重 治   

 

 

１ 本大会開催時期 

国民スポーツ大会：令和７年９月中旬から１０月中旬までの間の１１日間 

  全国障害者スポーツ大会：原則として国民スポーツ大会の終了後の３日間 

 

２ リハーサル大会開催時期 

国民スポーツ大会：令和６年度に開催（競技により時期は異なる） 

  全国障害者スポーツ大会：令和７年５月から６月頃までの間に開催 

 

３ 高島市内定競技および会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



報告第２０号  

市内小学校の校外行事（サイクリング）における事故の概要について 

 

 市内小学校の校外行事（サイクリング）中に事故が発生したので、別紙のとお

り報告する。 

  令和２年１０月２６日 

                      高島市教育委員会 

                       教育長 上 原 重 治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙 

 

市内小学校の校外行事（サイクリング）における事故の概要について（報告） 

                     

１ 事故発生日時  令和２年１０月１４日（水） １４：４５頃 

 

２ 発 生 場 所  大津市葛川梅ノ木町 前川橋から朽木西小学校方向に約６８０メート 

ルの県道麻生古屋梅ノ木線上 

 

３ 事 故 者  朽木東小学校 ５年生男子児童（１１歳） 

 

４ 参 加 人 数  ５・６年生児童１６名、教師６名、保護者ボランティア 8 名  

自転車修理業者（軽トラ）１名、市教育委員会事務局職員１名 

 

５ 事 故 の 概 要 

「朽木一周サイクリング」は、総合的な学習の時間の一環として、隔年で開催している

朽木東小学校の恒例行事である。 

朽木西小学校で昼食をとった後、県道を大津市葛川梅ノ木町方面に自転車で走行中、

当該児童は、カーブを曲がりきれず、ガードレールに衝突し、道路から針畑川の川岸に 

約 10m 転落した。 

 

６ 当該児童の状況について 

・救急に通報するとともに、引率していた教諭と保護者ボランティアの方が、転落した

児童の近くで様子を見守った。児童の意識ははっきりしていた。 

  ・15:20 頃、救急車、レスキュー車等が到着し、16:00 頃救出され、ドクターヘリで病 

院へ搬送された。診断の結果、負傷はあったものの症状は軽く、念のために 1 泊の入 

院をし、翌日 15 日（木）の昼頃、退院された。 

  ・16 日（金）は、欠席し、自宅で療養された。 

・19 日（月）以降は、元気に登校し、普段どおりに過ごしている。 

 

7 学校の対応 

  ・現在、市教育委員会の指導に基づき、行事のあり方や安全対策等の検証を行っている。 

 

8 市教育委員会の対応 

  ・市内小中学校に対して、校外学習における児童生徒の安全確保の徹底について、事故

発生の翌日 15 日（木）に通知をした。 

   


